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POLEO 研修設計実績・抜粋版
心の教育 E ラーニング教材｜過去制作実績

河内 道子
株式会社 MINAMI／AI–HUMAN Joint Research Lab

原資料「POLEO SCHOOL 心の教育 E ラーニング教材」表紙

本資料について
過去に制作した POLEO SCHOOL の E ラーニング教材（全 28 頁）から、研修設計・教材設計・AI 活用・企業人材
育成に関する部分を抜粋し、応募資料として再構成したものです。

制作実績の要点：40 日コース／379 セッション、動画視聴・質問・AI 動画課題・試験・アンケートを組み合わせた
学習設計。論理的思考力、自己表現、コミュニケーション等を段階的に育てる構成。
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1. 教育設計の目的
「教える」だけではなく、一人ひとりの能力を引き出す設計

POLEO では、心の仕組みを伝えることに加え、論理的思考力と感性を育て、一人ひとりの創造力とコミュニ
ケーション能力を引き出すことを目的として教材を設計しました。

育成対象とした 8 つの力
・傾聴
・空間認識力
・論理的思考力
・自己表現
・感性
・心の育成
・プレゼンテーション力
・コミュニケーション能力

原教材：育成する能力と学習意図（抜粋）

設計上の特徴
知識の一方向的な伝達ではなく、短い動画・問い・自己表現・反復練習を組み合わせ、受講者自身が考え、言葉に
し、振り返るプロセスを重視しました。



POLEO 研修設計実績・抜粋版 ｜ 河内 道子

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

2. 40 日・379 セッションのカリキュラム設計
段階的に学習負荷を上げる長期プログラム

40 日コース全体を複数のテーマ群に分け、傾聴から始め、自己表現、空間認識、論理的思考へと段階的に広げ
る構成としました。各日の学習目的を明記し、反復しながら複数能力を組み合わせていく設計です。

カリキュラム構成の例

・1～4 日：二つの思想 - 傾聴・情緒・自己表現

・5～10 日：破壊と創造 - 傾聴・空間認識・自己表現

・11～18 日：ロジック・心の育成・論理的思考

・19～32 日：自己表現・空間認識・多面的な理解

・33～40 日：論理的思考力・コミュニケーションの応用

原教材：40 日コース前半の目次 原教材：40 日コース後半の目次
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3. 学習フローと教材構成
短い入力 → 問い → 表現 → フィードバック

1 日の学習を複数の小さなセッションに分け、短い動画を視聴した直後に質問や課題へ進む構成としました。
長時間の講義を一度に受けるのではなく、入力とアウトプットを細かく反復する設計です。

1 日目の構成例

・動画視聴

・内容理解を確認する質問

・別テーマの短い動画視聴

・質問

・動画視聴

・AI 動画課題

・動画視聴

・質問

原教材：セッション全体の流れ 原教材：1 日目・8 セッションの具体例
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4. AI を取り入れた反復学習
AI評価を「練習を続けるためのフィードバック」に使用

教材内では、受講者が自分で動画を撮影・提出し、AI 分析による評価を確認しながら何度でも練習できる仕組
みを取り入れました。プレゼンテーションや自己表現を、受講者自身のペースで反復できる設計です。

AI 動画課題の流れ

・システム内で課題内容を確認

・録画ボタンから動画を撮影・提出

・AI 分析結果を確認

・目線・笑顔・ジェスチャー等を振り返る

・必要に応じて再撮影し、より良いものを最終提出

原教材：AI 動画課題の操作・撮影 原教材：AI 分析レポートと反復学習
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5. 企業人材育成への展開
個人の能力開花を、組織のコミュニケーションと創造へつなぐ

POLEO では、個人の内面理解だけに閉じず、企業という人間主体の組織において、一人ひとりの論理的思考
力、創造力、自己表現、コミュニケーション能力を育てる人材育成プログラムとしての展開を想定していまし
た。

企業向けに想定した育成領域

・考える力・論理的思考力

・創造力

・コミュニケーション能力

・自己表現力

・状況に応じて適切なスキルを選ぶ判断力

・他者理解とパートナーシップ

原教材：大手企業の人材育成研修プログラムとして 原教材：全企業の人材育成への展開
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6. 研修設計実績として示せること
現在の生成 AI 研修・人材育成への接続

本実績では、単発の講義ではなく、学習目的の定義、能力要素の整理、長期カリキュラム設計、教材制作、E
ラーニング実装、AI を用いたフィードバックまでを一貫して設計しています。

実績として示せる領域

・研修・教育プログラムの全体設計

・長期カリキュラムの段階設計（40 日・379 セッション）

・受講者の理解度を意識した短時間・反復型の教材構成

・動画・質問・課題・試験・アンケートを組み合わせた E ラーニング設計

・AI評価を取り入れた自己表現・プレゼンテーション練習

・個人の能力開花と企業人材育成を接続する考え方

・教材本文、構成、図版、学習フローの制作

現在の生成 AI 研修への接続
現在は、人間の認知・思考と AI との共同知性を研究し、生成 AI を「操作方法を覚えるだけのツール」ではなく、
本人の経験や考えを言語化・構造化し、実務能力を引き出すための対話相手として活用する研修設計へ発展させて
います。
※ 本資料は過去制作物の抜粋版です。原資料（全 28 頁）は必要に応じて提出可能です。



